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（株）サンエー・インターナショナルは、服飾雑貨の企画・製造・販売や、ライセンスブランド事業の展開、

セレクト編集型ショップ・アウトレットショップの運営等を行っています。 

同社では、欠陥商品等を各店舗から回収し、その原因を探り品質向上を図る等を目的とし、品川区に「Ｂ品

管理センター」を設置しています。 

回収された商品はここで詳しく調べた後、修復してアウトレット商品にしたり、工場へ返品するなどしてい

ます。木村さんはここで主に、商品をきれいにたたんで袋詰めする仕事をしています。 
 

Ｂ品管理センターについて 

Ｂ品管理センターで働く２０名（他パート６名）の従業員のうち、

１８名には障害があります。本社人事部の三浦富士子さんはそのこ

とについて、「ここでの業務は、入荷チェックやパソコン処理、商

品管理などが中心なので、障害のある方でも十分力を発揮していた

だけるはずであるという考えから、障害のある方を中心に働いてい

ただいてます」と言います。Ｂ品管理センターは、決して障害者を

雇用することを目的として設置されたわけではありませんが、業務

の性質上、自然な流れで障害者中心の職場となっていったというわ

けです。 

これは企業側が、『障害があっても働ける職域』というものをしっかりと考え続けた結果であるとも言える

のではないでしょうか。 ※サンエー・インターナショナルには、サンエー・ロジティクスという特例子会社もあります。 
 

木村さん採用までの経緯 

Ｂ品管理センターでは１８名の障害者が働いていますが、新卒での採用は木村さんがはじめてだそうです。

木村さんは平成１８年の春から特例子会社を含め計３回の実習を行い、平成１９年春に採用になりました。 

採用までの経緯について人事部の三浦さんは、「本人がまじめで一生懸命だったことと、担任の先生が非常

に熱心で何回も足を運んでくれたことが、初の新卒採用につながりました」と言います。 
 

職場での木村さん 

木村さんの通勤時間は片道で１時間３０分以上かかるそうです。勤務時間は朝９時３０分から夕方６時３０

分までなので、帰宅は毎晩８時を過ぎます。木村さんは「通勤は辛くありません。慣れたので大丈夫です」、「ぜ

ひこの仕事を続けていきたいです」と言います。 

職場の先輩である酒巻さんは木村さんのことを「まじめで仕事も丁寧なので、ぜひずっと続けてほしいです。

今後は違う仕事にもチャレンジして欲しいので、新しいものにも目を向けてほしいですね」と言います。 

また、「木村さんの周りは年上ばかりなので、皆一生懸命木村さんの面倒を見ようとしています。そうした

ことが、周りの社員のスキルアップにもつながっていると思います」とも言います。 
 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
 

人事部の三浦さんは言います。「サンエー・インターナショナ

ルは、商品を売るだけが目的の会社ではありません。ファッショ

ンを通じて多くの人に、『新しい自分』『可能性』『夢』などを見

つけてほしいのです」。 

 普段は無口でおとなしい木村さんですが、就職してからは家族

とファッションの話でしばしば盛り上がるそうです。また、外出

時はサンエー・インターナショナルブランドの服を身につけ、最

近ちょっとおしゃれになってきたようです。 

木村さんも、なにかを見つけたのかもしれません。 

熱心に仕事をする木村さん

村さん 
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勝烈庵は、昭和２年創業のかつれつ料理専門店の老舗です。荒川さ

んは、その馬車道総本店で働いています。荒川さんの仕事は主に作業

所及び厨房内での食材の仕込み（下ごしらえ）となっています。 
 

荒川さん採用までの経緯 

荒川さん採用までの経緯について、取締役総務部長の西村真吾さん

は、「従前から障害者の雇用を検討していました。しかし、どのような

仕事をしてもらったらいいかわからず、今一歩踏み出せないでいまし

た。そんなとき学校から職場実習依頼の電話があり、勉強させてもら

うつもりで実習を受け入れました」と言います。 

その後荒川さんは、平成１７年６月に４週間、１０月に３週間、そして平成１８年１月に３週間の実習を行

いましたが、真剣で前向きな姿勢と穏やかでやさしい性格が評価され、平成１８年の４月に採用となりました。 

もともと料理に強い関心があり、「将来は独立したい」という気持ちもある荒川さんにとっては、夢に一歩

近づいた瞬間だったようです。 
 
職場での荒川さん 

荒川さんは、ヒレ肉のバラシ、海老の造り、鶏卵割りとい

った下ごしらえのほか、サラダや鳥のくわ焼きなどの調理も

行っています。 

荒川さんは自分の仕事について、「下ごしらえの肉をきれ

いな形に整えるのが難しいです。もっと早く作業ができるよ

うになって、少しでも仕事を任せてもらえるようになりたい

です」と言います。 

荒川さんを指導する調理課長の向山
むこやま

治さんはそれに対して、

「正直言ってまだまだ半人前です。今はあせらず基本をひと

つひとつ身につけて欲しい」と言います。しかしその一方、

「非常に前向きに仕事に取り組んでいます。勝烈庵には、多くの若者が職を求めてやって来ますが、いい加減

な気持ちの人はすぐにやめてしまいます。そういう人たちに比べたら、彼のまじめさや熱心さは、大変高く評

価できます」とも言います。 
 

小さな目標設定から… 

勝烈庵では荒川さんに対して、一連の仕事の中に小さな達成目標を数多く作ることにより、達成感をこまめ

に感じてもらうような工夫をしているそうです。「日々の努力が結果に結びつく」ということを荒川さん自身

が日常的に実感することで、仕事での成長も著しいものになっているとのことです。 

向山さんは、「この道で一人前になるのは並大抵ではありませ

ん。荒川君もまだ先は長いので、ゆっくり確実に仕事を自分のも

のにしてほしいと思います。何年かかるかわかりませんが、それ

までは私が面倒みますから」と笑います。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

料理職人にとって包丁は命といいますが、最近、荒川さんも自

分の包丁が欲しくなったようで、先だって向山さん行きつけの築

地のお店まで、従業員みんなと買いに行ったそうです。 

自分の包丁を手にした荒川さんは、以前にも増して熱い思いで

仕事に打ち込んでいるようです。 
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ガトーよこはまは、横浜市内に８カ所の店舗を持つチーズケーキ

専門店です。本店は横浜市中央卸売市場の程近くの「ポートサイド

地区」と呼ばれる場所にあります。斉須さんと杉橋さんは、ここで

主にケーキの製造補助の仕事をしています。  
採用までの経緯 

 ガトーよこはまでは、２年連続で斉須さんと杉橋さんという２人

の卒業生を採用しています。全従業員数１７名のうち障害者を２名

受け入れるというのは非常に珍しいケースであると言えますが、製

造部長の小山正治さんは、「え？珍しいんですか？」と不思議そうな

表情を浮かべます。 

 学校は企業側の負担等を配慮し、原則として同じ企業に対し２年連続

の試験実習（採用を前提とした実習）の依頼はしていません。この２人

の場合も、１年後輩である杉橋さんは、別の企業への就職がほぼ決まっ

ていました。しかし、企業側の都合により直前で取りやめになってしま

い、急遽他の就労先を確保する必要が生じました。 

 学校内では杉橋さんの進路について改めて検討を行いましたが、かね

てよりガトーよこはまから、「斉須さんのように良い人がいたらまた紹

介してほしい」と言われていたこともあり、今回はその言葉に甘えて、

例外的に２年連続となる杉橋さんの試験実習をガトーよこはまにお願いすることにしました。そしてガトーよ

こはまは、１回の実習を受けた上で「十分戦力になる」との判断をし、杉橋さんを正式採用しました。  
二人の仕事について 

 製造部長の小山さんは言います。「彼女たちは一般の人と同じですよ。区別するのはおかしい。別に普通に 

働いてもらっているだけですから」と言います。しかし、小山さんの

二人に対する仕事の指示や話し方などには、とても細やかな気配りが

あるように思えます。 

「それは障害の有無とは関係ないですよ。気配りは人としての基本

ですから」そう小山さんは言います。そして二人の仕事については、

「教え方やサポートをきちんとすれば、健常者よりよっぽどいい仕事

をしてくれます」と言います。 
 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
 

斉須さんと杉橋さんは二人ともおとなしく、言葉や感情を表に出す

ことはあまり得意ではないようです。そのため、取材時にご本人たち

からいろいろなお話を伺うことはできませんでした。しかし、従業員

の方や学校の教員など身近な人たちから話を聞くと、彼女たちが本当

は、いろいろと考えて一生懸命行動していることがよくわかります。 

二人の進路指導を担当した教員は言います。「斉須はいつも杉橋の

面倒をみようと一生懸命なやさしい子です。杉橋は『働きたい』とい

う意志をしっかりと持ったまじめな子です。あの二人なら、きっとこ

の先も一緒に頑張っていけると思っています」。 

 二人の夢は、いつか自分だけの力で、最高においしいケーキを作る

ことだそうです。 

酒巻さんに指導を受ける木村さん 

 

 

 




